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日系社会現地レポート 

『活動の集大成を迎えて…』 

 

氏名：高橋 峻（埼玉県川口市） 

2016 年度 1次隊 派遣国：ブラジル 

職種：日系日本語学校教師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ブラジル連邦共和国

 

公用語：ポルトガル語 

首都：ブラジリア 

最大の都市：サンパウロ 

面積：851万 k ㎡（世界第 5 位） 

人口：約 2 億人（世界第 5 位） 

宗教：カトリック（約 70％）  

 

 

 

南米最大の国ブラジルでは、2014 年に「FIFAワールドカップ」2016

年に「リオデジャネイロオリンピック」と世界的なスポーツイベント

が開催され、反対側に位置する日本からでも多くの関心が集まったの

ではないでしょうか。 

 広大の面積を誇るブラジルは、南米大陸の大半を占め、日本の約 22.5

倍にあたります。また、「移民の国」とも言われ、住んでいる人々も様々

で、北部にはアフリカ系移民、南部はヨーロッパ系移民、そして、中

部にはポルトガル・イタリア系移民、サンパウロ近郊にはアジア・日

系移民が多く見られます。このように多種多様の人々が生活し、様々

な文化が共存しています。

★任地 南マットグロッソ州ドウラードス市 

☚（南マットグロッソ州の州旗） 

 南マットグロッソ州には、世界最大級の熱帯性湿地パンタナールが観光地

として在り、ブラジル国内のみならず、世界中から人気を集めています。

2000 年には「パンタナール自然保護地域」として UNESCO の世界遺産に

登録され、日本の皆さんもご存じのイグアスの滝と同じ、世界自然遺産の仲

間入りを果たしています。ドウラードス市からもバスで約 5時間の距離にあり、一昨年、休暇を利用し、

olá tudo bem?  みなさんこんにちは 

私は現在、JICAの海外ボランティア派遣制度の一つ、日系

社会青年ボランティアとして、南米のブラジルに派遣され

ています。活動期間は原則 2 年間、赴任してから、1 年 9

ヶ月が経ち、帰国まで残り 3 ヶ月です。そこで今回の現地

レポートでは、私の任地や活動の様子、紹介します。 

※ブラジルの国旗：それぞれの色には意味があり、緑はブラジルの森林、黄色は金・鉱物

資源、白は平和、そして青はブラジルの空。 真ん中のポルトガル語は「ORDEM E PROGRESSO」

「秩序と進歩」という意味で、その周りの星はそれぞれブラジルの州を表しています。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/2000%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E9%80%A3%E5%90%88%E6%95%99%E8%82%B2%E7%A7%91%E5%AD%A6%E6%96%87%E5%8C%96%E6%A9%9F%E9%96%A2


2 

 

観光に行きましたが、日本では中々見られない野生動物に圧倒されてしまいました。ドウラードス市は

パラグアイ国境に近く、ブラジル西部に位置し、サンパウロから約 1000キロの距離にあります。東京～

長崎間をイメージして頂けると、わかりやすいかなと思います。年に 2 回サンパウロで JICA 会議が行

われていて、その際はバスでの移動で約 16時間の長旅です。自然が豊かな町で、主な農作物は大豆とト

ウモロコシ。ドウラードス在住の多くの日系人が農家を営んでいます。 

 
地平線が一望できる大豆畑。ドウラードスで一番好きな景色です。 

 

☆ドウラードスに生息している野生動物 

★日系ブラジル人 

 

 

 

 

 

 

 

 

カピバラ ジャガー ダチョウ 

日系ブラジル人とは？ 

ブラジルに移民してきた日本人、その子孫を指

します。移民の歴史は、1908 年に初めて、海を

渡ってから今年で 110 周年を迎えました。ブラジ

ルには現在、約 190 万人いると言われ、世界最大

の日系移住地となっています。 

ドウラードスの日系人 

 ドウラードス市には、現在 1000 人強の日系人

が住んでいると言われています。主な移住者は戦

後移民と言われる 1950.60 年代に、北海道、和歌

山県からの移民で、今もなお日本から移民してき

た日系一世が多く住んでいます。 

 

 

 



3 

 

★活動 

 1 年と 9 カ月前、ドウラードス近郊の空港に降り立ち、整備不良な道路、殺風景で簡素な空港の周り

に、『ここで 2年生活ができるのか』と不安な気持ちになりながらも、1日 1日があっという間に過ぎて

いき、気付いたら、帰国まで残り３カ月。ここでの日々は、毎日が新鮮で、警察官が馬に乗って巡回し

ていたり、カピバラが近くを歩いていたり、赴任当初は驚きの連続でした。現在は、残り少ない活動期

間でドウラードス日系社会に対し、少しでもお役に立てることがあればと、ボランティア精神で活動し

ています。 

 

☆活動先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   一日の始まりはみんなで歌の練習    日本祭りでのよさこいソーラン          漢字 Tシャツ作り 

学校名：ドウラードス日本語モデル校 

開校：1989年（JICA助成金の協力） 

生徒数：60名弱（日系 8割ブラジル人 2割） 

日系子弟の 3世 4世が在籍 

教師数：現地教師 4名+JICAボランティア 

活動日：月曜日～土曜日 

クラス：中上級．成人クラス担当 

 

 

 

 

学校名：共栄分校 

開校：1971年 

生徒数：7名（日系人のみ） 

日系子弟の 3世 4世が在籍 

教師数：現地教師 1名+JICAボランティア 

活動日：月曜・水曜・金曜 

クラス：中上級（会話）、行事補助 

 

 

 

 


